















Considering lease term and impairment for



























































































　(a)過去に IAS 第17号「リース」及び IFRIC 第4号「契約にリースが含まれているか否か
の判断」を適用してリースとして識別された契約に本基準を適用すること。
　　企業は C5項から C18項の経過措置をそれらのリースに適用しなければならない。
　(b)過去に IAS 第17号及び IFRIC 第4号を適用してリースを含んでいるものとして識別さ

























































































































































































































































　・土地リース → 普通賃貸借契約 → 1年更新(強制可能オプションあり)→ 年間240万円






建物建築 建物 1200万円 預金 1200万円
資産除去債務 建物  120万円 資産除去債務  120万円
T1-T10 Dr Cr
土地リース リース料 240万円 預金 240万円
減価償却 建物償却費 132万円 建物 132万円
T10 Dr Cr
資産除去債務 資産除去債務 120万円 預金 240万円
　なお、減損の判定にあたっては、(のれんなどがない場合には)貸借対照表上に唯一、計上











土地リース 使用権資産 2400万円 リース債務 2400万円
建物建築 建物 1200万円 預金 1200万円
資産除去債務 建物  120万円 資産除去債務  120万円
T1-T10 Dr Cr
土地リース リース債務 240万円 使用権資産 240万円
減価償却 建物償却費 132万円 建物 132万円
T10 Dr Cr
























































DR) CR) CF 損益 資産 簿価 負債
オペレーティングリースモデル T0 リース料 5 現金 5 -5 -5 -5 0 0







T0 使用権償却費 5 使用権資産 5 0 -5 -5 0 0
T0 リース債務 5 現金 5 -5 0 -5 -5 -5
TTL -5 -5 0 5 5





T0 減価償却費 5 有形固定資産 5 0 -5 -5 -5 0
TTL -10 -5 5 5 0






T0 減価償却費 5 有形固定資産 5 0 -5 -5 -5 0
T0 リース債務 5 現金 5 -5 0 -5 0 -5
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